
▲谷井 宗像市長からご挨拶
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二
月
二
十
六
日
、
宗
像
市
の
当
社
社
有

地
に
お
い
て
、
現
在
計
画
が
進
め
ら
れ
て

い
る
ア
ス
テ
ィ
ソ
ー
ラ
ー
発
電
所
建
設
工

事
の
安
全
祈
願
祭
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
典
に
は
谷
井 

宗
像
市
長
を
は
じ
め
地
元

関
係
者
や
、
九
州
電
力 

事
業
推
進
本
部 

櫻
木
部
長
ら
を
来
賓
に
迎
え
、
当
社
溝
辺
社
長
、

宗
像
ア
ス
テ
ィ
太
陽
光
発
電
の
社
長
を
務

め
る
北
古
賀
常
務
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

事
業
本
部　

櫻
井
本
部
長
ら
施
工
関
係
者

が
出
席
し
ま
し
た
。

厳
か
な
雰
囲
気
の
中
で
神
事
が
執
り
行

わ
れ
、
各
代
表
が
地

鎮
の
儀
や
玉
串
拝
礼

を
行
い
、
発
電
所
建

設
工
事
の
無
事
故
・

無
災
害
を
祈
願
し
ま

し
た
。
そ
の
後
の
施

主
挨
拶
で
溝
辺
社
長

か
ら
「
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
に

よ
る
地
球
温
暖
化
防

止
に
貢
献
す
る
と
と

も
に
、
宗
像
市
と
市

民
の
皆
さ
ま
が
一
体
で
取
り
組
ま
れ
て
い

る
『
持
続
可
能
な
街
づ
く
り
』
に
役
立
て

る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で

の
経
験
を
十
分
に
活
か
し
、
徹
底
し
た
安

全
管
理
の
も
と
、
運
転
開
始
に
向
け
て
万

全
の
体
制
で
取
組
み
ま
す
」
と
工
事
着
工

に
向
け
た
意
気
込
み
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
来
賓
を
代
表
し
て
谷
井 

宗
像
市
長

か
ら
「
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
を
環
境
教
育
の
場

と
し
て
も
活
用
し
た
い
。
完
成
を
心
待
ち

に
し
て
お
り
ま
す
」
と
お
祝
い
の
言
葉
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

当
発
電
所
は
、
出
力
約
二
千
ｋ
ｗ
の
メ

ガ
ソ
ー
ラ
ー
（
大
規
模
太
陽
光
発
電
所
）

ネットワーク

宗
像
市
「
ア
ス
テ
ィ
ソ
ー
ラ
ー
発
電
所
」
安
全
祈
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執
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行
う
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▲北古賀常務による「刈初の儀」

             

～
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
～

で
、
当
社
一
〇
〇
％
出
資

の
「
宗
像
ア
ス
テ
ィ
太
陽
光

発
電
株
式
会
社
」
が
建
設
お

よ
び
運
営
等
の
事
業
を
行
い

ま
す
。
一
般
家
庭
約
五
五
〇

世
帯
分
相
当
を
発
電
（
約

二
〇
〇
万
k
W
h
/

年
）

し
、
年
間
約
一
、
〇
〇
〇
ト

ン
の
二
酸
化
炭
素
削
減
効
果

が
期
待
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

施
設
に
は
太
陽
光
発
電
の
仕

組
み
や
発
電
出
力
を
リ
ア
ル

タ
イ
ム
に
表
示
す
る
説
明
パ
ネ
ル
や
駐

車
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
、
市
民
や
子
供
た

ち
が
い
つ
で
も
見
学
で
き
る
よ
う
配
慮

す
る
予
定
で
す
。


